　　　県政フォーラム（第１回～第４回）

　　　　　　「県政改革の今を考える」記録集

本年夏の県知事選挙を控え、田中県政の改革と継続の是非が、県政と県民生活の将来にとって避けては通れない問題として県民一人一人に問われています。県民が主権者として県政の未来をつくりだすために、県民の中に討論が広がり深まることを願い、そのための客観的材料を多方面から集め提供するために、私たちは昨年４月、県内で自主的な調査・研究・学習を進める5団体（信州の教育と自治研究所、長野県住民と自治研究所、信州宮本塾、長野県地域住民大学、南信州地域問題研究所）で「県民の立場から県政改革の今を考えるネットワーク」を結成し、7月から4回にわたって、「県政改革の今を考えるフォーラム」を開催してきました。

（１）フォーラムを企画・開催するに当っては、次のよな点を重視しました。

①田中県政についてはさまざまな意見があります。このフォーラムでは誰もが自由に参加でき、県政

　のあり方や改革について自由に論議する場づくりをめざしました。

②県政改革の現状や課題についての報告は、できる限りそれぞれの分野で運動や事業に携わっている

　立場の人にお願いすることにしました。県政の評価というよりは、まず改革の現場からの生々しい

　声を持ち寄り、語り合い学び合うことを重視しました。

③各分野で熱心に運動や事業に取り組む県民にとって、自分たちの問題には詳しくても他の分野には

　関心が行き届かない現状があります。そこでファーラムを通じて、できる限り県政改革の全体像を

　明らかにしていきたいと考えました。

④県政改革は小泉構造改革が進めるの国政との関係でも重要な問題をたくさん孕んでいます。長野県

　の改革が、国政との関係でどのような問題や課題をかかえ、さらに国政改革に向けての可能性を持

　っているのかについても学習、研究が必要と考えました。県政改革の全体像や国政との関係につい

　ては、今後一層の研究と学習が必要と考えます。

⑤今、県下各地で県政についての討論・学習会が多彩に開かれる事が望まれます。フォーラムを通じ

　て、そのための材料提供とともに、そのような学習運動を進めるための緩やかな協力関係、ネット

　ワークづくりをめざしました。

（２）「県政改革の今を考えるフォーラム」でとりあげたテーマと報告は次の通りです。

第１回フォーラム(2005年７月９日長野市・県勤労者福祉センター)

１　田中県政の財政改革を考える　佐藤　久（信州の教育と自治研究所）　　　

２　廃棄物問題と長野県行政    　関口鉄夫（長野県廃棄物問題研究会）　　　

３　「脱ダム」について

　　①「脱ダム」宣言の今日と浅川ダム問題　山岸堅磐（千曲川・淺川等治水対策会議代表）

　　②「脱ダム」と砥川・上川の治水　　　清水　馨（環境会議・諏訪事務局長）

第２回―子ども・住民が望む教育改革の今（2005年９月４日松本市安原公民館）

シンポジウム(コーディネーター　野口清人・信州の教育と自治研究所長)
１　田中県政と新自由主義的な教育改革の実際　　檀原　毅也（長野県高教組書記次長）
２　長野県の障害児教育の今（30人学級にもふれて）原　金二（長野県障害児学校教職員組合執行委

　　員長）
３　子育てと県政　　　　　　近藤　幹生（長野県短大講師）
４　親の願いと子どもサポートの取り組み　　戸枝智子・黒川　卓（上伊那子どもサポートセンター）

第３回―信州地域産業の発展（2005年11月26日長野大学）
１　長野県政と農業　　　　　　川妻干将（農業・長野大学講師・信州宮本塾）

２　長野県林政の現状と課題　　植木達人（信州大学農学部森林科学科教授）

３　長野県観光行政の変化　　　斉藤　孝（ユースホステル経営者）

４　上田地域通貨の取り組み　　安井啓子（蚕都倶楽部まーゆ）

第４回―県民の求める福祉･医療の現状と長野県政（2006年１月28日松本勤福センター）　
シンポジウム（コーディネーター　長　純一・佐久総合病院地域診療所科地域ケア科長）

１　障害者の願いと長野県政　松丸道男（共同作業所全国連絡会長野県支部・ワークハウスちきりの家所長）　
２　三位一体改革と介護保険・見直しの谷間の苦悩　岡田清平（かみさとケアハウス所長）

３　宅老所の現状と長野県政　馬場隆志（駒ネット理事・梨の木所長）　
４　医療の現状及び問題点と長野県政　　湯浅健夫（長野県民主医療機関連合会事務局長）
（３）この資料集を材料に、各地で県政改革に向けた論議を進めましょう。

　本資料集はフォーラムの各報告をまとめたものですが、報告によってばらつきがあり、完全なものではありません。第５回フォーラムの内容も含めてより充実させたいと思います。とりあえずはこの資料集を材料に、県下各地で活発な県政論議を起こしていただきたいと思います。改革を県行政におまかせするのではなく、私たち１人ひとりが主権者として長野県の改革を進めていく力量を蓄えるための一助になることを願っております。

県民の立場から県政改革の今を考えるネットワーク

